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「天草ジオパーク構想」に向けての普及活動
Spreading activities for ’Amakusa Geopark’ conception

長谷義隆 1∗,鵜飼宏明 1,廣瀬浩司 1

HASE, Yoshitaka1∗, UGAI, Hiroaki1, HIROSE, Koji1

1 天草市立御所浦白亜紀資料館
1Goshoura Cretaceous Museum

「天草御所浦ジオパーク」では、ジオサイトの整備や開拓に務めていると共に、ボランテアガイドの育成に取り組み、
今では初級および中級ボランテアガイドが来島者に資料館の見学や化石採集場での補助活動を行なっている。一方、天草
全域をジオパークにしたいとの思いにより、平成 22年 12月、天草市、上天草市、苓北町が連携し「天草ジオパーク構
想推進協議会」を立ち上げ、天草全域への普及活動が始まった。その取り組みは各地域の観光ボランテアグループ向け
に「ジオパーク」とは何かを説明することに始まり、それぞれの地域にはどのようなジオサイトがあるのかを具体的に
現場を訪れて、ジオパークの理念を理解してもらうことであった。さらに、もっと広く一般への理解を得るために、平
成 23年 4月から天草市本渡と熊本市内それぞれで一般の人を対象にして、講座『ジオ天草学』を月１回開講している。
天草における普及活動の主な取り組みを以下に紹介し、その意義について考える。
１．「天草御所浦ジオパーク」におけるジオパークボランテアガイド育成
初級育成講座：第１?第３回、試験。　座学・実習。　試験は筆記と実演による。
中級育成講座：初級ボランテア認定者を対象に。　座学・実習。　試験は筆記と実演による。
　「御所浦ボランテアガイド」を自主組織し、御所浦アイランドツーリズム推進協議会と連携して、来島者に対して

サービスを提供している。
２．「天草ジオパーク構想」における観光ボランテアガイド向け説明会
観光ボランテア組織のある本渡地域、五和町、通詞島、牛深町、苓北町、上天草市で、観光ボランテアガイドの中に、

ジオの要素を組み入れてもらうために各地域のジオサイトに出向き、その内容を説明。
３．一般向けに、講座『ジオ天草学』―ジオパークの視点で天草を知る―を開講
場所：天草市本渡の天草市民センターと熊本市内、熊本市東部市民センター
第１回：「ジオパークとは？」（天草の地質・地形に関わる歴史・民俗・文化を知る）
第２回：「天草の石文化」（その多様性と起源）
第３回：「天草の地質・地形と人々の関わり」（その意外な関わり）
第４回：「天草の自然と歴史・文化」（歴史・文化に表れた天草の自然）
第５回：「天草のジオパークとジオサイト」（「天草御所浦ジオパーク」の活動とジオサイト紹介）
第６回：「天草のジオパークの課題と展望」（「天草御所浦」から‘ 天草ジオパーク ’への取り組み）
第７回：「地質と化石が語る天草諸島の変遷」（白亜紀以降の地層と多様な化石が示す環境の変遷）
第８回：「地球観の変遷」（地質学に基づく地球観の変遷）
第９回：「日本列島における天草の位置づけ」（日本列島の形成と天草の位置づけ）
第 10回：「文学にみる天草とその自然」（天草の文学碑と「潮騒」にみる天草の風景）
第 11回：「天草を描く試み」（天草の自然・風景を描く）（実習）
第 12回：「天草再発見によるその魅力」（野外実習―ジオサイト巡り）
　天草における「ジオパーク」への取り組みの意義は、その地域に住む人々が自分たちの土地の地形や地質、自然を

知り、それと歴史や民俗・文化との関わりを理解することで、その地域の良さを自らが一層感じるようになることであ
り、その上で、来島者に対し、その良さを語ることができるようになることであろう。天草全域でその要求を満たせる
ような取り組みを企画する必要との観点に立ち、ボランテア育成を含め、広く一般への普及活動を行い、天草外での直
接の情報発信のあり方を模索している。
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